
 

 

 青く涼やかな姿が魅力的なデルフィニウム。デルフィニウムにはいくつかの種類があり、”花のソコが知りたい！ vol.14”で

は、草丈が大きく、華やかな八重の花をもつエラータム系に注目しました。今回は、もう一つの主流であるシネンシス系をと

りあげていきます！ 

デルフィニウムについて                                                  

 

 

 

 

 

 

◆デルフィニウムの種類 

エラータム系                シネンシス系  

                

 

 

◆シネンシス系の特徴は？ 

スプレー状に花がつき、デルフィニウム特有の距(きょ)がありません。 

距とは・・・花の後ろにある、蜜をためる役割をもつ突起のこと 

この距があると、アレンジのときなどに花が絡みやすくなってしまうため、 

シネンシスの育種では距をなくしています。 

 

 

品質カイゼンの花のソコが知りたい！ 

デルフィニウム編 Ｐａｒｔ２ 

基本データ 

学名：Delphinium grandiflorum 

分類：キンポウゲ科デルフィニウム属 

 

添え花としても、美しい青色を活かしてブーケやアレンジの主役にも活躍できます！ 

距 

大きく華やか！ 

ふんわり可憐♪ 

  

その他・・・ 

ベラドンナ系 

 

エラータムと 

シネンシスの 

中間的なタイプ 

ＳＰプラチナブルー

ー 

水のワルツ 

パルフェライトブルー

ー 



◆原産地や主な生産地 

デルフィニウムの原産地 

エラータム系 シネンシス系 

ヨーロッパの山岳地 中国北部からシベリア 

どちらも冷涼で乾燥を好み、夏の暑さには弱いという特徴があります。 

そのためデルフィニウムは、 

 

 

 

 

 

 

 から主に出荷されます！！ 

生産について                                                       

◆作型の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 4 6 7 8 9 10 11 12 1 2

➡➡➡

➡➡➡ ➡➡➡

◆ハウス内は高温にならないよう、換気や遮光を行う

➡➡➡ ➡➡➡

➡➡➡ 10月～4月まで電照＆加温

定植 採花

定植 採花

定植 採花

採花 採花

無加温

3回切り

栽培

寒冷地向き

高冷地向き

 

夏から秋にかけては 

北海道 

などの寒冷地 

 

冬から春にかけては 

愛知県・愛媛県・宮崎県 

などの暖地 

 

◆生育適温 20～25℃ 

 

◆花芽分荷 高温長日によって促進 

 

◆定植後は十分に潅水する 

シネンシス系では、水が不足すると十分に草丈が

伸びないことがあるため、生育後半も水をきらずに

栽培します。 



ＰＯＩＮＴ 1 電照による草丈伸長 

シネンシス系はエラータム系などと比べて草丈が伸びにくいという特徴があります。草丈を伸ばすために、抽台開始時期を

目安とし、日長が 16～20時間となるように電照を開始します。 ※抽台・・・花芽をつけた茎が伸長していくこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ 2 ピンチ（摘芯） 

シネンシスの特徴でもあるスプレー仕立てにするためにかかせない作業です。 

蕾が展開を始め、頂花と側枝が見分けられるようになってから、頂花を摘み取ることでスプレー状に仕立てます。 

 

ＰＯＩＮＴ 3 STS剤による前処理 

デルフィニウムはエチレン感受性が高く、すぐに花が落ちてしまうため、もともとは花壇の花でした。しかし、エチレン作用を阻

害するＳＴＳ剤（チオ硫酸銀錯塩：Silver Thio Sulfate complex）の登場によって、切り花としても流通すること

ができるようになりました。エチレンによる花弁の落下を防ぐため、収穫後すぐにＳＴＳ剤での前処理を行います！ 

 

◆注意が必要な病害虫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暖房機周辺などのやや乾燥した場所や風通しの悪

い場所で発生しやすく、発生適温は 20～28℃で

す。葉に白色の斑点症状がみられ、葉の表裏に十

分薬剤がかかるよう薬剤散布を行います。 

シネンシス系は発蕾期に灰色かび病が発症しやすい

ため、換気を行うなど防除に努めます。雨の多い時

期は、強制的に暖房をかけて過湿をさける場合もあ

ります。 

新芽や新葉が食害されるため、薬剤で防除を行いま

す。採光・通風によって土壌を乾燥させることも効果

的です。 

無加温では 4～10 月、加温では周年で発生しま

す。葉に白いかすり状の斑点が現れ、徐々に黄色く

変化してしまいます。特に高温乾燥条件で増殖がは

やく、多発する前に薬剤による防除を徹底します。 

うどんこ病 ナメクジ 

ハダニ 灰色かび病 

これからどんどん

伸びてきます！ 



品種の紹介                                                        

     

       ◆ＳＰグランブルー◆       ◆ＳＰスーパーラベンダー◆          ◆さくらひめ◆ 

管理のポイント                                                     

① 通常は水切りで十分ですが、茎が乾燥し水が下がっていたら湯揚げがお勧めです！ 

 

② シネンシス系はとくに蒸散が激しく萎れやすいため、生け水は多めにしましょう。 

 

③ エチレンの影響を非常に受けやすいため、果物やタバコの煙などエチレンを放出する 

ものには注意しましょう。 

 

④ 切花栄養剤を使うと、つぼみまで咲き、発色も良くなります。 

また、高温期は花がしおれやすいため、切花栄養剤は不可欠です！ 
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株）大田花き 

品質カイゼン室 

爽やかな青いデルフィニウム。「あなたに幸せをふりまく」という花言葉があり、 

サムシングブルー（結婚式のときに身につけると幸せになれる「サムシングフォー」のひとつ） 

として花嫁のブーケに使われることもあります。なかでもシネンシス系は、すっきりとした 

花形からアレンジメントにもぴったり！青色だけでなく、白や紫、ピンク色など様々な色が 

登場しているので、お好みに合わせて楽しんでくださいね♪ 


